
別紙様式（第７条関係）  

                          平成２４年 ５月１９日 

報  告  書 

 

島田市議会議長  中野浩二 様 

                        島田市議会議員  曽根嘉明 

                        島田市議会議員  福田正男 

                        島田市議会議員  佐野義晴 

                        島田市議会議員  坂下 修 

                        島田市議会議員  大石節雄 

                        島田市議会議員  清水唯史 

                        島田市議会議員  八木伸雄 

 

議会報告会に出席しましたので、次のとおり報告します。 

 

１、 日時 平成２４年 ５月１９日（土） 

      午後７時００分から 午後９時００分まで 

 

２、会場  コミュニティサロン金谷北 多目的ホール 

 

     

３、参加者数 １１人（男性１１人、女性０人） 

 

４、役割 

（１） 受付・・・全員 

（２） 司会・・・福田正男 

（３） 挨拶・概要説明・・・曽根嘉明 

（４） 報告・・・八木伸雄（総務消防常任委員会） 

         大石節雄（民生病院教育常任委員会） 

         清水唯史（経済建設文化常任委員会） 

（５） 答弁・・・全員 

（６） 記録・・・八木伸雄 



５、報告事項 

（１） 議会の活動の動向の市民への報告について 

① 総務消防常任委員会 

佐野議員から、特別会計・一般会計合わせた市の総予算は約７００億円であり、

借金である起債は約５３０億円であること。市の借金を市民一人当たりに換算す

ると約５２万円である。将来の財政を圧迫しないような財政運営が必要となって

くる。 

「産学官プロジェクト」については、これまでの当局からの説明では明確な方

向性についての説明や対応がないので詳しいことや方向性は見えていない。来年

３月までには場所を確定するなど内容がはっきりしてくると思われる。 

金谷地域の「光ファイバー網整備事業」は、金谷北部の一部地域が整備エリア

から外れているが、エリアについては、民間事業者が行うので採算上全地域が整

備の対象にならなかった。などの説明があった。 

 

②  民生病院教育常任委員会 

大石議員から、「国民健康保険事業」では、県下の多くの自治体が、国保会計を

支援するために法定外繰り入れを行っている。島田市の考え方はどうかとの意見

には、社会保険等では繰り入れはなく、あくまでも被保険者がそれぞれの負担力

に合わせて負担し、公平に医療を受けることが原則であるとの説明があった。 

「民間保育所助成等事業」では、民間保育園事業者から、市の補助金の拡充に

対する要望が出され、これを受け、市の単独補助事業の児童割が、児童１人当た

り、月額６００円を８００円にする内容で総額は１億３，０００万円であるが、

この中には来年度整備予定の民間保育所の増改築事業の補助金も含まれる。 

「ファミリーサポートセンター運営事業」は、保育園・幼稚園の民営化を進め

る中で、ファミリーサポートセンターだけが直営となるがとの質問には、現在委

託事業で地域交流センターの歩歩路内で実施しているが、今年からこども館へ移

していく予定だが、こども館の運営が軌道に乗るまでの間は直営でやっていく。

との説明があった。 

この他、医療費の改定により国保会計の医療費の伸びが大きくなり、基金を取

り崩しても補えきれなくなってきており、国保税の料金を改定しなければならな

い等の説明があった。 

 

③ 経済建設文化常任委員会 

清水議員より、「農産物等放射性物質検査支援金事業」は、昨年の福島原発での

放射能汚染の対策として、お茶など農産物の放射の検査を行う際、１試験体当た

り約１万５千円ほどかかる検査費用を一人１回につき、１万円を助成しようとす



るもので昨年の実績を踏まえ２５０万円の予算とした。 

「バリアフリー対策事業」は、これまで要望のあった金谷駅の階段をこれまで

は、国の基準が、一日当たりの利用者数が５千人以上、地下道とホームの格差が

５メートル以上であったものが、見直され高低差がなくなり、利用者が３千人以

上に改定されたために該当し実施することとなった。 

このほか「川根温泉宿泊施設建設事業」や「お茶の郷改修事業」・国道１号線の

拡幅の調査費５，０００万円やＱＲコードを使った防災メールの発信事業の開始

により、災害時の情報伝達が向上するなどの事業を行うなどの説明があった。 

 

④ 報告に対する質疑 

質疑 新東名の整備に伴う周辺整備はどうなっているのか。 

答弁 現在周辺の交通量を調査している。その結果を受けてバイパス周辺の渋滞

対策など行うなどの計画を立てる予定だと思う。土地利用については、地

元の要望を受けて県に有効利用を働き掛けていきたい。 

 

６．意見・情報交換 

（１）参加者からの質疑 

質疑 病院の移転は、駐車場や患者の環境を考えると非常に疑問だ。 

答弁 同様の意見は、委員会や議会でも出ている。議会の傍聴や議事録を見て 

ほしい。 

     質疑 ジャスコ跡地の買収は、地上げ屋が介入しているとのうわさもある。不透

明だ。 

 答弁 そうした報告を受けていないので答えようがない。       

 質疑 市の広報誌を発行するのに市民がチェックできないのか。 

 答弁 市の内部で行っている。 

  質疑 新東名の騒音が夜間１０時~１２時ころがひどい。対策をお願いしたい。 

      答弁 騒音対策は、県が年４回実施していく。民意は反映していくようお願いし

ていく。 

 質疑 ９月２２日に図書館が移転するというが、１階の高田薬局が駐車場を利用

すると駐車場がなくなってしまう。不便であり疑問だ。 

  答弁 図書館協議会では、大方賛成のようだが駐車場がないのは問題だ。 

 

（２） 意見及び情報の交換について 

テーマ１（防災について） 

質疑 瓦礫のことについて調査した感想を聞かせてほしい。   

答弁 各議員から岩手県の現状や瓦礫の状態など見て感想を述べた。 



 

 テーマ２（地域の課題について） 

・防犯灯のＬＥＤ化に補助金をつけてほしい。 

 自治会から要望をしてほしいとの答弁がった。 

・北五和に公衆無線 LAN を整備してほしい。 

 自治会から要望してほしいとの答弁があった。 

・集落道路の照明が節電により消されている。点灯してほしい。 

                地域から県へ要望すれば対応してくれると思う。町内会から要望してほしい。 

・共同調理場が廃止されるが跡地利用は。 

 現在のところ示されていない。との答弁がされた。 

・輸出が減少しているので税収が減ると思われるがどうか。 

 市内には、輸出産業が少なく影響は少ないと思われるとの答弁があった。 

・議会の歳費削減をしてほしい。 

 削減しているが、なお一層の努力をしていく。 

・箱もの行政が財政を悪化させている。 

 施設建設には、十分審議していきたい。 

 

 

その他 

    特になし 

 

 

７．閉会 

  司会の福田議員より閉会のあいさつとお礼を申し上げた。ときに９時であった。 


